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職場諸要求に関して労使協議が開催されました！ 
  

昨年１０月に私たちの所属する労働組合を通じて関西支社に申し入れていた件について、

１月２０日に労使協議が開催されました。以下は特徴的なやりとりです。 

 

（Ｂ通路の長イス撤去について） 

組合：Ｂ通路の長イスはひざパットを着けたりする作業準備に必要であった。現場の社員が

困っている。 

会社：ひざパットは立ったままでも着けられると思う。私も着けていた。座ったままの方が

着けやすいという意見はわかるが、現状においてはＡ班Ｂ班用の待機するイスはＡ・

Ｃ通路に準備されている。 

組合：Ａ班の工具はＢ通路にあり、Ｂ通路で作業待機しているのが現状である。給油設備が

あり工具がある場所で待機するのが現状であり当たり前。 

会社：使っている人が一人もいないということの判断ではない。 

組合：Ｃ通路にいる時間帯よりＢ通路にいる時間帯の方が長い。必要性はある。 

会社：使用頻度を考えて判断した。 

組合：急病人などの対応にも使用できるので長イスがあったほうがいい。 

会社：ご意見は聞いておく。総合的に勘案して判断した。 

 

（裏面に続く） 

 



（セクハラ対策について） 

組合：記録室の窓ガラスにフィルムを貼るように言っている。セクハラ防止の観点からも貼

るべき。通路から丸見えである認識はあるのか。 

会社：昨年、一昨年も回答しているが現行どおり。 

組合：社員が中で着替えているのが丸見えであるが、現状は認識しているのか。 

会社：死角になるような場所で着替えて下さい。 

組合：見えているという認識であるということ。 

会社：見えるところで着替えたら見える。見えない場所で着替えて下さい。 

組合：セクハラで訴えられないと変える気がないのか。 

会社：着替える側も配慮して頂きたい。 

組合：見えないようにということは、バスタオルや段ボールで塞いでもいいのか。 

会社：皆さんが勝手に改良したら困る。 

 

（連換調整について） 

組合：連続換気装置のデータ取りを、Ｚ、Ｇ、Ｘ編成を対象に２００７年から行っている。 

会社：大交両の中で業務研究ということで取り組んでいる。 

組合：いつまで行うのか。 

会社：最終的に判断するのは非現業で判断するが、業務研究ということで成果が出れば判断

する。現時点では現状が適正であると判断しているので引き続き調査をしていく。 

組合：現場の社員は何年やってるのかという疑問を感じてる。 

会社：検修連絡の指示である。そのように決めてます。 

組合：現場の社員は、６５ｍｍを基本にして入ってきた時に車内圧が高ければ調整すれば良

いという対応にするべきであるという声である。 

会社：社員の声は分かりますが、検修連絡として最も適切であるということを決めて指示し

ているもの。 

組合：要望する声があるということを伝えておく。早く結果を出すべきである。 

 

（組合掲示板について） 

組合：場所はあるはず。見やすい個所へ移動すべき。 

会社：現状どおりで問題ない。他の労働組合も同じ。 

組合：防火扉は以前開けていたが何故閉めたのか。 

会社：防火上の適切な対応で閉めた方がいいとなった。 

組合：３階へ移動できない理由はなにか。 

会社：持って行く理由がないから。 

 

 社員の皆さん！この労使協議の詳しい内容は「組合掲示板」に貼っています。

「組合掲示板」は庁舎２階の人目につきにくい場所にありますが、是非足を運んで

読んでみて下さい！ 


